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⽇経新聞「経済教室」

4
サ
ー
ビ
ス
の
個
別
化
目
指
す
社
会
の
構
造
変
化

公
共・個
人・産
業
で
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
加
速

大
手
の
独
占
よ
り
各
企
業
の
囲
い
込
み
が
壁
に

越塚登　東京大学教授

　
６
月
日
に
新
し
い
成
長
戦

略
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
そ
の
中

核
は
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
５
・
０
、

す
な
わ
ち
デ
ー
タ
駆
動
社
会
の

実
現
で
あ
る
。
デ
ー
タ
駆
動
社

会
と
は
、
イ
ン
フ
ラ
か
ら
サ
ー

ビ
ス
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

物
事
が
デ
ー
タ
を
基
本
と
す
る

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ
て
効
率

的
に
運
営
さ
れ
る
社
会
を
指

す
。
情
報
通
信
産
業
や
政
策
レ

ベ
ル
の
視
野
に
絞
れ
ば
、
１
９

８
０
〜
２
０
０
０
年
代
の
小
型

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
時
代
の
延
長
線
上
に

あ
っ
て
、
い
ま
現
在
起
き
て
い

る
大
き
な
構
造
変
化
で
あ
る
。

　
き
っ
か
け
は
、
す
べ
て
の
機

械
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な

げ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
の
進
展
で
あ
ろ
う
。
Ｉ
ｏ

Ｔ
に
よ
り
サ
イ
バ
ー
空
間
と
実

空
間
は
接
続
さ
れ
、
情
報
技
術

が
適
用
で
き
る
産
業
分
野
は
劇

的
に
拡
大
す
る
。
Ａ
Ｉ
は
人
間

の
認
知
限
界
に
挑
戦
す
る
技
術

で
あ
る
。

　
産
業
的
な
文
脈
で
は
、
従
来

の
標
準
化
・
規
格
化
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
品
質
向
上
・
低
コ
ス
ト

化
の
先
に
あ
っ
て
、
さ
ら
に
個

別
化
の
実
現
（
マ
ス
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
）を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
全
体
を
動
か
す
原
動

力
と
な
る
資
源
が
デ
ー
タ
で
あ

る
。

　
こ
の
場
合
の
デ
ー
タ
は
、
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
、
パ
ー
ソ
ナ
ル

デ
ー
タ
、
産
業
デ
ー
タ
の
３
つ

に
分
け
ら
れ
る
。

　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
は
主
に
公

的
機
関
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
を

公
開
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

オ
バ
マ
政
権
下
の
米
国
が
透
明

性
の
高
い
政
府
を
実
現
す
る
手

段
と
し
て
取
り
入
れ
、
サ
イ
ト

な
ど
か
ら
大
量
の
デ
ー
タ
を
公

開
し
世
界
を
リ
ー
ド
し
た
。
日

本
も
総
務
省
や
経
済
産
業
省
の

取
り
組
み
を
ベ
ー
ス
に
、
年

か
ら
内
閣
官
房
情
報
通
信
技
術

総
合
戦
略
室
に
よ
り
政
府
の
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
が
整

備
さ
れ
た
。
当
初
の
約
１
万
点

か
ら
現
在
で
は
２
万
点
程
度
が

公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
国
民
生
活
に
密
着
し
た
デ
ー

タ
は
地
方
自
治
体
が
保
有
し
て

い
る
。
日
本
の
地
方
自
治
体
は

１
７
８
８
あ
る
が
、
現
状
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
に
取
り
組
ん
で
い

る
団
体
は
５
０
０
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
早
急
な
公
開
が

求
め
ら
れ
る
。

　
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
前
提
と
し

て
、
利
便
性
向
上
や
公
益
に
資

す
る
た
め
に
積
極
的
な
利
用
が

期
待
さ
れ
る
。
現
在
、
情
報
銀

行
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
デ
ー
タ
・

ス
ト
ア
（
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
の
取
り
組

み
が
活
発
で
あ
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と

は
、
個
人
の
指
示
に
基
づ
き
パ

ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
適
正
に
取

り
扱
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
情

報
銀
行
は
Ｐ
Ｄ
Ｓ
を
基
と
し

て
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
預

託
を
各
個
人
か
ら
受
け
た
う
え

で
、
専
門
的
観
点
か
ら
デ
ー
タ

の
提
供
先
を
精
査
し
、
適
正
な

相
手
に
提
供
す
る
。

　
こ
れ
ら
は
本
来
、
医
療
や
教

育
、
金
融
、
観
光
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
の
個
人
化
や
、
統
計
化
し

た
デ
ー
タ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

へ
の
利
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い

た
が
、
近
年
は
信
用
ス
コ
ア
サ

ー
ビ
ス
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ

連
動
型
の
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
い

っ
た
新
し
い
利
活
用
が
始
ま
っ

て
い
る
。
ま
た
、
情
報
銀
行
の

適
正
運
用
の
認
定
も
関
連
団
体

に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
て
い
る
。

　
産
業
デ
ー
タ
の
利
活
用
も
進

み
つ
つ
あ
り
、
表
に
示
す
よ
う

に
分
野
ご
と
に
様
々
な
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
現
状
で
は
デ
ー
タ
流
通
の
取

り
組
み
は
盛
ん
に
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
分
野
ご
と
に
細
分
化

さ
れ
て
お
り
、
ど
こ
に
ど
の
よ

う
な
デ
ー
タ
が
あ
る
か
を
知
る

こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
入
手
す
る

こ
と
が
難
し
い
。
こ
れ
が
デ
ー

タ
サ
ー
ビ
ス
創
出
の
コ
ス
ト
を

大
き
く
し
て
い
る
。
内
閣
府
第

２
期
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）

の
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
サ
イ
バ
ー
空
間
基
盤

技
術
」
事
業
の
な
か
で
、
分
野

間
デ
ー
タ
連
携
基
盤
の
構
築
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し

た
横
断
型
の
デ
ー
タ
連
携
基
盤

を
官
民
が
連
携
し
て
構
築
す
る

こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

　
デ
ー
タ
を
連
携
さ
せ
る
こ
と

で
生
ま
れ
る
重
要
な
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
、
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
に
よ
り
構
築
・
運

営
さ
れ
る
都
市
、
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
ー
で
あ
る
。
従
来
は
Ｉ
Ｔ

企
業
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
機
器
、
ネ
ッ
ト

小
売
り
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
主

要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
発
達

し
て
き
た
。
分
野
間
デ
ー
タ
連

携
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
都
市
全

体
で
あ
る
。

　
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
な
ど
の
巨
大
Ｉ
Ｔ

企
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
技
術
の

延
長
線
上
で
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
開

発
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
少

数
企
業
に
よ
る
寡
占
化
が
進
む

と
、
都
市
建
設
に
お
い
て
特
定

企
業
の
関
与
が
不
可
欠
と
な

り
、
こ
れ
は
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
状
況
で
は
な
い
。
我
が
国
に

お
け
る
デ
ー
タ
駆
動
型
の
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
ー
基
盤
や
都
市
Ｏ

Ｓ
（
基
本
ソ
フ
ト
）
の
確
立
も

急
務
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
そ
こ
で
は
、
デ
ー
タ
の
相
互

運
用
性
を
確
立
す
る
こ
と
が
必

須
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

標
準
化
と
異
種
デ
ー
タ
間
変
換

と
い
う
一
見
矛
盾
す
る
２
つ
の

取
り
組
み
が
必
要
に
な
る
。
デ

ー
タ
形
式
や
通
信
規
約
な
ど
の

技
術
標
準
の
ほ
か
、
制
度
や
組

織
、
事
業
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
化

が
欠
か
せ
な
い
。

　
た
だ
、
全
産
業
に
ま
た
が
る

デ
ー
タ
連
携
で
は
標
準
化
で
き

る
範
囲
が
限
定
的
と
な
る
た

め
、
標
準
な
き
相
互
運
用
技
術

も
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
重
要

な
コ
ン
セ
プ
ト
が
オ
ー
プ
ン
で

あ
り
、
そ
の
上
で
、
異
種
デ
ー

タ
変
換
の
処
理
技
術
や
、
異
種

通
信
間
変
換
が
要
る
。

　
産
業
面
で
の
課
題
は
、
先
端

技
術
や
事
業
に
適
合
し
た
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
企
業
組
織
の

構
築
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
情

報
通
信
産
業
は
集
約
型
だ
っ

た
。
半
導
体
や
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

な
ど
大
規
模
生
産
資
源
を
用
い

た
大
量
生
産
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
形

式
や
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
の
集
約
的
な
生
産
と
提

供
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯

電
話
な
ど
の
汎
用
的
な
通
信
サ

ー
ビ
ス
も
同
様
だ
。
こ
こ
で
は

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
収
益
の

中
心
と
な
る
。

　
し
か
し
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
は
集

約
型
で
は
な
く
、
個
々
の
顧
客

へ
特
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
が

中
心
で
あ
り
、
む
し
ろ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
近
い
。
こ
れ
は

パ
ソ
コ
ン
や
ク
ラ
ウ
ド
、
ネ
ッ

ト
事
業
と
い
っ
た
産
業
と
は
正

反
対
で
あ
る
。
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

５
・
０
で
は
、
新
し
い
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
、
ま
た
社
内
体
制
の

再
編
が
不
可
欠
だ
。

　
一
方
で
近
年
、
デ
ー
タ
の
独

占
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
分
野

は
先
行
者
利
益
が
得
ら
れ
る
期

間
が
短
く
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に
す

ぐ
に
追
い
つ
か
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
た
。
先
行
者
利
益
を
守
る

ビ
ジ
ネ
ス
手
法
の
一
つ
が
デ
ー

タ
の
囲
い
込
み
だ
が
、
寡
占
性

が
大
き
い
と
こ
ろ
で
は
デ
ー
タ

独
占
と
な
る
。

　
「
デ
ー
タ
は
現
代
の
石
油
で

あ
る
」
と
は
デ
ー
タ
の
重
要
性

を
端
的
に
示
す
も
の
だ
が
、
独

占
す
る
と
過
度
な
利
権
が
生

じ
、
社
会
全
体
に
害
悪
が
大
き

い
と
い
う
点
で
も
似
て
い
る
。

デ
ー
タ
の
独
占
に
よ
る
不
当
で

不
正
な
取
引
は
是
正
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
新
し

い
制
度
が
必
要
で
あ
る
。

　
た
だ
、
メ
ガ
企
業
に
よ
る
独

占
の
危
険
性
が
問
題
さ
れ
て
い

る
デ
ー
タ
は
、
社
会
全
体
の
ご

く
一
部
で
あ
る
と
い
う
の
が
私

の
実
感
だ
。
実
際
は
む
し
ろ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
や
個
人
が

デ
ー
タ
を
囲
い
こ
ん
で
お
り

（
デ
ー
タ
の
サ
イ
ロ
化
）
、
利

活
用
で
き
て
い
な
い
こ
と
の
ほ

う
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
よ

り
重
要
な
の
は
、
サ
イ
ロ
化
し

た
デ
ー
タ
を
発
掘
し
、
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
の
革
新
に
つ
な
げ
る

こ
と
で
あ
る
。

　
デ
ー
タ
駆
動
型
の
事
業
領
域

の
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
（
未
開

拓
の
市
場
）
は
広
大
で
あ
り
、

い
つ
で
も
誰
に
で
も
、
当
然
我

が
日
本
の
産
業
界
に
も
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
が
ひ
ら
け
て
い
る
と

信
じ
て
い
る
。

データ駆動社会の展望　㊤

　こしづか・のぼる　
年生まれ。東京大博
士（理学）。専門は計
算機科学、ＩｏＴ、ス
マートシティーなど

データ連携、基盤作りが急務
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教育の現場は科学的であるべき

教育が⿊魔術ではいけない

6
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科学的⼿法とは︖（東京⼤学 故・⼾塚先⽣）

n 「観察して分析する」その結果を「数学」形式で表現する
► 科学の基本は「測る」ことである。

nまず、データベースの作成
► そのために科学者は、実験記録や計算記録を年月日を

つけて必ずノートする

n詳しいデータを集め、解析し、現象の全体像、ヴァリエーションを捉える

n現象の背後にある本質を抽出していく

2022/8/3(C) 2022 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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データ（Data）とは︖wikipediaより

nデータ（data）とは、個々の事実、統計、または情報の項⽬である。より厳密には、データと
は1⼈または複数の⼈や物や事象に関する定性的または定量的な値の集まりである。単数形
のデータム（datum）は、ある変数の単⼀の値である。

n 「データ」と「情報」は同じ意味で使われることが多いが、これらの⽤語には明確な意味がある。
⼀般的な出版物では、データは⽂脈内において表⽰または分析するときに情報に変換される、
と⾔われることがある。しかし、学術的な取り扱いでは、主題のデータは単なる情報の⼀群であ
る。データの⽤途は、科学研究、経営管理（例: 販売、収益、利益、株価）、⾦融、統治
（例: 犯罪率、失業率、識字率）、および事実上あらゆる形態の⼈間の組織活動（例: 
NPOによるホームレスの数の調査）におよぶ。

n⼀般に、データは意思決定の要素であり、推論、議論、計算の基礎として使⽤できる事実情
報の最⼩単位である。データは、抽象的なアイデアから具体的な測定値、さらには統計に⾄る
まで多岐にわたる。データは測定、収集、報告、分析され、グラフ、表、画像などのデータ視覚
化のために⽤いられる。

nデータは「デジタル経済の新しい⽯油」と呼ばれている。

8
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なぜ我々はデータを使うのか︖

n科学的検討と意思決定
► 直感や経験ではなく、エビデンス（としてのデータ）に基づいた科学的・合理的な検討と判断・

意思決定（à Evidence-Based Policy Making）

n説明責任
► 政策決定を含む意思決定を国民・住民に対して、データを用いて合理的に説明する

nリスク回避・効率化・最適化・異常検知
► 過去のデータから未来を予測する（回帰、等）

à 予測に基づき先回りして（Proactive）、未来に起こるリスクを回避、効率化する。

► 最適配置（計画時点での最適化）

► 今、産業界でデータサイエンス・AIを用いて行っていることの多くがこれ...

データ化することで、知識や経験が不要になることではない
不完全ゲームが完全ゲームになる（見えない情報を推定する知見は不要になるが、、）

・不完全ゲーム（情報が隠された状態のゲーム）：トランプ、ポーカー、等

・完全ゲーム（情報がすべて見えた状態のゲーム）：将棋、囲碁、オセロ、チェス、等

2022/8/3(C) 2022 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.

9



10

PART 0
背景︓データの時代
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この瞬間、デジタルの時代の
ターニングポイントに我々は⽴っている

今、我々は何をすべきか︖

ターニングポイントで⽴ちすくむのか︖
新たな競争に参画して⽴ち向かうのか︖
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1980年代 マイクロコンピュータの時代

2000年代 インターネットの時代

2020年代 IoT + AI = Dataの時代

1990 インターネット商用化（米国）
1995 Windows 95 (MS社） 1995~ Amazon社

1998~ Google社

2000~ ドット・バブル

2007~ iPhone 2008~ Android
2006~ Twitter社2004~ Facebook社

1960年代 大型計算機の時代

2006 Hinton氏らによる
Deep Learningの提唱

2015 Alpha Goが
囲碁チャンピオンに勝つ

2011 Industrie 4.0の構想発表
2014 IIC設立

1981 MS DOS発表 (MS社）

1993 Pentium (Intel社)

歴史1937年 電子計算機発明（ABC）



デジタルは新しい時代へ…
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AI IoT

Data

Metaverse

NFT

CBDC

Web 3

e-Sports

MaaS

Beyond 
5G/6G Green x Digital
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競争領域のレイヤ変化
2022/8/3(C) 2022 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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ハードウェア
（半導体、コンピュータ、ケーブル、...）

ソフトウェア
（OS、アプリケーション...）

サービス

データ

2000 IT基本法

2021 改正(?)IT基本法

20

年
で
競
争
領
域
の
変
化

データ層こそが
産業競争力の

中核
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データの時代“ ”
次世代のデータプラットフォーム確⽴へ

Global Mega-Platformer 
(2000~)

Next Generation Data Sharing Platforms
(2020~) 

Free, Global
Competitive, Business, Economy

Centralized, Participatory

Data sovereignty, DFFT
Harmonized, Trust, Well-governed

Well-being, Green
De-Centralized



デジタル⾏政の経緯（１）

n戦後の情報通信分野政策
► 経済産業省（旧通商産業省）：電子産業・情報産業の産業政策を所管

u 国産メインフレームコンピュータの開発支援、半導体産業の育成、第５世代コンピュータによる人工知
能研究推進、等

► 総務省（旧郵政省）：電話などの通信事業やテレビ・ラジオの放送事業の規制や監督

n1990年︓⽶国のインターネット⺠間開放以後
► インターネットの広がりとともに、電子・情報分野と放送・通信分野が密に融合

► 当該分野の施策の多くは、旧通産省と旧郵政省が共同で当たることが多い

n1997年︓中央省庁再編に伴う議論（橋本⿓太郎内閣）
► 「情報通信省」構想が浮上

n2000年︓情報通信技術戦略本部（IT戦略本部）が内閣に設置
► 国際的に競争力ある「IT立国」の形成を目指した施策を総合的に推進するための司令塔

n2000年︓e-Japan戦略
n2003年︓e-Japan戦略Ⅱ

2022/8/3(C) 2022 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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デジタル⾏政の経緯（２）

n2011年︓東⽇本⼤震災
n2013年︓世界最先端IT国家創造宣⾔
► 内閣官房情報通信技術総合戦略室（IT総合戦略室）発足

► 内閣情報通信政策監（政府CIO）が設置

n2015年︓マイナンバーの指定が始る
n2016年︓Society 5.0（第５期 科学技術基本計画）
n2016年︓官⺠データ活⽤推進基本法が成⽴
n2017年︓世界最先端IT国家創造宣⾔・官⺠データ活⽤推進基本計画
n2020年︓COVID-19の流⾏
n2020年︓デジタル庁構想
n2021年︓デジタル庁発⾜
► デジタル社会推進会議、デジタル社会構想会議

► デジタル臨時行政調査会、デジタル田園都市国家構想

2022/8/3(C) 2022 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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⽇本の問題は

デジタル敗戦なのか︖

18
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「デジタル敗戦」ばかりではない

20

スーパーコンピュータ
（京・富嶽） 防災システム（緊急地震速報）

スマートフォンを⽤いた多様な都市サービス

ゲーム（エンタメ） デジタルコンテンツ
（初⾳ミク）

防災システム（通れた道マップ）
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⽇本のデジタルはインターネット以前で綿密に作り込まれた
2022/8/3(C) 2022 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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極度に作り込まれたExcelフォーム
（マクロも使ったプログラムまで）

細部を作り込むPowerPoint

年賀状作成や住所管理データベースと宛名書き

ポケベル、ガラケー



家庭におけるDX-1

22

電話

スマートフォン

出前・宅配

Amazon/Uber Eats

カメラ＋アルバム

デジカメ＋クラウド

お茶の間テレビ

Youtuber
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家庭におけるDX-2
2022/8/3(C) 2022 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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年賀状

「あけおめ」メッセージ

読書家な⼈の⾃宅は本棚が本であふれ、、、

電⼦本になれば、家もすっきりと、、、

待ち合わせのすれ違いは、恋愛の重要テーマ

SNS＋スマホで待ち合わせ



⽇本の問題は

プラットフォーム敗戦
情報通信分野に限らない我が国共通の課題

「⼀点突破が得意で、⾯で戦えない⽇本」、
「⽊を⾒て森を⾒ず」、「急がばまわれができない」

教育分野も「プラットフォーム敗戦」とならないように.....

24
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Linux, Windows, MacOS PCアプリ

携帯電話網
iOS, Android
iTune Store, 

Android Market

スマホアプリ
オンラインコンテンツ

道路、橋、発電所、
ガス、⽔道 住宅、商店、⼯場...

プラットフォーム
インフラ

サービス
アプリ

Smart City Architecture
都市OS
データ基盤

都市サービス
データ利活⽤

AIライブラリ︓
TensorFlow, scikit-learn, 

Chainer, ...

Digital Transformation
(DX)

IT

都市

Smart 
City

Digital Map, GIS Location-aware Services
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PART 1
データプラットフォーム
分野毎データ基盤の取組

2022/8/3(C) 2022 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.



各分野内におけるデータ流通連携基盤の例はある

27

情報銀行おもてなしクラウド 観光データプラットフォーム

製造業公共交通 気象

自治体オープンデータ政府オープンデータ

宇宙 地理空間AI 農業

学術

自治体データプラットフォーム
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データに関する国内の取組⼀覧
データに関する取組 キーパーソン

1 内閣府SIP分野間データ連携基盤 安西祐一郎（慶應義塾大学名誉教授・元塾長）PD
越塚登（東京大学教授）SPD

2 DATA-EX/DSA 越塚登（東京大学教授）会長
3 内閣府スーパーシティ（アーキテクチャ） 越塚登（東京大学教授）座長
4 内閣府SIPスマートシティアーキテクチャ 越塚登（東京大学教授）座長, SPD
5 国土交通省MaaS関連データ連携、標準バス形式GTFS 越塚登（東京大学教授）座長
6 一般社団法人オープン＆ビッグデータ地方創生推進機構（VLED） 坂村健（東京大学名誉教授、東洋大学教授）理事長

越塚登（東京大学教授）理事
7 公共交通オープンデータ協議会 坂村健（東京大学名誉教授、東洋大学教授）会長
8 東京大学オープンデータセンター 越塚登（東京大学教授）センター長
9 一般社団法人インダストリアル・バリューチェーン・イニシアティブ 西岡靖之（法政大学教授）理事長
10 気象ビジネス推進コンソーシアム（WXBC） 越塚登（東京大学教授）会長
11 農業データ連携基盤協議会（WAGRI） 神成淳司（慶応義塾大学教授、政府CIO補佐官）会長
12 AIデータ利活用コンソーシアム（AIデータの利活用） 長尾真（元京都大学総長）会長、越塚登（東京大学教授）理事
13 Ed-AI研究会（教育データの利活用） 越塚登（東京大学教授）会長
14 東京都官民連携データプラットフォーム 宮坂副知事以下、越塚、柴崎先生、吉村先生、等
15 ヨコスカモビリティチャレンジ 中村 文彦（東京大学特任教授）会長

越塚登（東京大学教授）展開戦略TF座長
16 札幌オープンデータ協議会 越塚登（東京大学教授）会長
17 G空間情報センター／一般社団法人社会基盤情報流通推進協議会 関本義秀（東京大学准教授）代表理事
18 一般社団法人日本IT団体連盟・情報銀行推進委員会 井上貴雄委員長
19 一般社団法人 IoTサービス連携協議会（AIoTS） 坂村健（東京大学名誉教授、東洋大学教授）理事長
20 国交省・パブリックタグ情報共有プラットフォーム 越塚登（東京大学教授）座長
21 高知マリンイノベーション推進協議会 越塚登（東京大学教授）会長

28
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データ基盤／海外の取組︓巨額資⾦が投⼊され⼤規模な整備が急速に進む
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欧州

GAIA-X IDS
International Data Space

⽶国

インド

NIEM
National Information Exchange Model

中国"Big Data Exchange"には、2億人

民元（約20億円）が投入1.9億€（約240億円）の予算(2021)

2016年より独Industrie 4.0のIndustrial 

Data Spaceを元にして、多くの分野の
データ空間の構築を目指す（先行的に

すでにいくつかの実装が提供されてい
る）

「データ主権」「透明性」「相互運用性」「トラスト」など

GAIA-Xのポリシーを尊重する、連邦型クラウドサービス

国家のコア語彙の確立を目指す。

すでにNIEM5.0までがリリース。

中国

IndiaStackは、政府、企業、等のデジタルイ
ンフラを利用して、インドの諸課題を解決
するためのAPI群。
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